
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  
 

家庭生活 Aグループ 

おらん家
ち

のランチ 

～家庭生活での生きる力を高めるための支援～ 

川西高等特別支援学校 松原 和子  

 

○食生活をより豊かにするために、基本的な知識や技
能を学ぶだけでなく、自ら考えて調理しようとする実践
力を育てる。

○インターネットを活用することにより、手軽に調理のヒ
ントが得られ、作ってみようという意欲が出る。

この材料で何を
作ろうかな？

ネットで検索して
みよう！

レシピ通りに
作ってみよう！

家でも作ってみ
よう！

＜主体的な学び＞

 

○二人一組で考えを出し合って献立を立て、協力
して調理ができる。
○インターネットを活用して、材料を生かした献立
を考える。
○調理実習を振り返り、生徒や教師の気づきを出
し合い、どうしたら良かったか意見を出す時間を確
保する。

＜対話的な学び＞

 

○振り返り
・もっと効率的に、もっと栄養化を高めたり
するために、どうしたらよいかを考え、意見
を出し合う。

○アレンジレシピの宿題を出す。
・家にある食材を使って、調理ができるようにする。
・家庭と連携して実践力を育てる。
（プリントを持ち帰り、保護者確認印や感想を記入）

○長期休業を利用して、衣・食・住の実践ができるようにす
る。

＜深い学び＞

 

評価の工夫

＜サブティーチャーの役割＞
○4月当初に実態調査した結果から、個別の目標を設定し、
各単元ごとで目標が達成できたかどうかを確認する。

○授業毎に評価項目を設定して、サブティーチャーがその
場で活動の評価をする。

 

成果と課題

＜成果＞
○スマホを使って、料理のレシピを検索して家庭で作った、とい
う生徒の声を聞くことができた。

○アレンジレシピの宿題では、「家庭にある材料を使って作り、
家人がおいしいと言って食べてくれた」という感想があった。

＜課題＞
○スマホやパソコンがなくて、ネットで検索できない家庭がある。

料理の本（図書館で借りる）で調べて作る。

○家庭の協力がなく、宿題を出してもやってこなかったり、コメ
ントがない家庭がある。

必ず提出するように伝え、何回か持ち帰らせる 。

 


